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未だ有用な推定手法が提唱されていない。その主な原因として，）Chl-a と NPSS との混合が，衛星による











それらの混合溶液の分光反射スペクトルを暗室にて測定し，得られた値から SDA 法によって Chl-a，NPSS
濃度推定モデルを作成した。それらの推定精度を従来の経験モデルと比較した結果，Chl-a，NPSS 共に，
SDA 法を基にしたモデルの方が従来法のモデルよりも高精度であることが明らかとなった。また，二元配











2006 年 2 月 8 日に，Landsat 衛星が霞ヶ浦上空を通過した際の画像を入手し，同時に現地調査によって得
た湖水サンプルから Chl-a，NPSS 濃度を測定した。satellite-SRS は Bio-optical Model を用いて算出し，現
地の 3 地点で観測した反射スペクトルを基にその値を補正した。衛星データから Cp，Cn 値を算出し，室内
実験によって作成したモデルを用いて Chl-a，NPSS 濃度を推定した結果，Chl-a，NPSS 濃度の推定精度は
それぞれ前述の室内実験結果と同程度であった。更に，同様の推定モデル，及び satellite-SRS を用い，過








占，珪藻＋藍藻）した後，補正済みの SRS 用いて各々のグループの Cp 値を算出し，前述の推定モデルから
Chl-a 濃度を推定した。その結果，珪藻の優占時期においては，前述の推定モデルが適用可能であることが
明らかとなったが，藍藻の優占時期では適用が困難であった。藍藻株を用いた室内コントロール実験によっ
てこの原因を検証した結果，得られた Chl-a 推定モデルは，植物プランクトン種間で違いがあることが明ら
かとなった。しかしながら，推定モデルの作成に使用するバンドを変えることによって，藍藻優占時期にお
いても同程度の精度を有する Chl-a 推定モデルが作成できる可能が示唆された。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究により，濁度の高い水域において，植物プランクトン濃度を反射スペクトルから推測する方式を確
立した。また，この方式を用いると，実験室で作成した植物プランクトンと濁度の推定モデルを現地にも適
用可能となり，従来のリモートセンシングで必要であった多量の現地データが不要となった。
　以上のように，本研究は衛星画像を用いた水域における植物プランクトン濃度，およびその分布推定に新
たな可能性をもたらした。したがって得られた成果は学術的に大きいと判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
